
廊下が広く、病室は窓が大きい（右下）

新築オープンした「ふれあい鎌倉ホスピタル」

外
来
・
病
棟
・
救
急
診
療
が
さ
ら
に
充
実

リ
ハ
ビ
リ
・
人
工
透
析
を
開
始

最大で１００人規模の対応が可能な透析室

腫
瘍
、
胆
嚢
炎
、
下
肢
壊
疽
、
胃

瘻
増
設
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
交
換
な

ど
）・
整
形
外
科
（
人
工
関
節
置

換
術
な
ど
）
を
は
じ
め
と
す
る
総

合
病
棟
で
あ
り
、
病
気
や
け
が
で

の
急
性
期
疾
患
の
治
療
や
回
復
を

目
的
と
し
て
い
る
病
棟
で
す
。

▽
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

　
　
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
…
50
床

　

急
性
期
治
療
、
ま
た
は
急
性
期

病
院
で
治
療
を
終
え
た
後
の
期
間

を
対
象
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

予
定
）、
入
院
透
析
と
外
来
（
通

院
）
透
析
を
合
わ
せ
た
最
大
72
～

１
０
０
人
規
模
の
受
け
入
れ
が
可

能
な
人
工
透
析
治
療（
血
液
透
析
）

の
専
門
施
設
で
す
。

　

㈪
㈬
㈮
の
各
午
前
・
午
後
の
２

ク
ー
ル
と
、
㈫
㈭
㈯
の
各
午
前
・

午
後
の
２
ク
ー
ル
が
あ
り
、
外
来

透
析
で
は
、通
院
の
無
料
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
。
透
析
患
者
本
人
は

も
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
送
迎
し
て
い

た
家
族
の
負
担
軽
減
に
な
る
よ
う

に
、
無
料
で
行
な
っ
て
い
る
地
域
の

▽
一
般
病
棟
…
58
床

　

内
科
（
心
不
全
、
肝
硬
変
、
誤

嚥
性
肺
炎
な
ど
）・
外
科
（
悪
性

　

開
院
後
、
18
床
を
稼
働
さ
せ

て
（
今
年
度
中
に
25
床
に
増
床

各種検査機器を導入

約400㎡のリハビリテーション室

内
科
／
外
科
／
消
化
器
外
科
／
肛

門
外
科
／
乳
腺
外
科
／
脳
神
経
外

科
／
整
形
外
科
／
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
／
放
射
線
科
】（
一
部
、

順
次
診
療
を
開
始
）を
有
し
な
が
ら
、

「
小
中
規
模
病
院
」
に
該
当
す
る

た
め
、
初
診
時
選
定
療
養
費
の
対

象
外
（
他
院
か
ら
の
紹
介
状
が

な
く
て
も
別
途
料
金
が
か
か
ら

な
い
）
の
病
院
に
な
り
ま
す
。

　

初
診
時
か
ら
安
心
し
て
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
も

し
も
入
院
が
必
要
な
症
状
や
、

新
た
な
疾
患
が
見
つ
か
っ
た
と

し
て
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
入
院
治

療
へ
の
移
行
や
、
継
続
的
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環

境
で
す
。

　

清
潔
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
あ
る
待
合
所
を
も
ち
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る

外
来
診
療
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

全
13
診
療
科
【
総
合
診
療
科

（
内
科
）
／
循
環
器
内
科
／
呼

吸
器
内
科
／
神
経
内
科
／
腎
臓

る
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
も
提
供
し
、
加
え
て
、
救
急
の

受
け
入
れ
体
制
も
広
げ
ま
す
。

　
『
人
を
尊
び
、
命
を
尊
び
、
個

を
敬
愛
す
』
の
理
念
の
も
と
で
、

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
医

療
・
介
護
な
ど
の
提
供
を
目
指
す

地
域
病
院
が
再
開
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
担
っ

て
き
た
『
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る

医
療
機
能
』
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
、
外
来
診
療
の
拡
充
や
、
迅
速

な
精
密
検
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

広
く
な
っ
た
病
棟
で
は
、
脳
卒

中
や
大
腿
骨
の
骨
折
な
ど
に
対
す

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５
）
は
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
11
月
か
ら
、
耐
震
性
や

現
代
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
病
院
全
体
を
新
築
す
る
工
事
で
休
院
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
０

年
３
月
に
工
事
が
完
了
し
、今
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
診
療
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
エ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、

神
奈
川
県
全
域
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
医
療
貢
献
す
る
新
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

「地域の方々に信頼される病
院」をモットーに、真摯な姿勢
で日々、診療にのぞむことを
大切にしている新院長。多様
な医療ニーズに対応する地域
病院を目指しています。

河面 吉彦院長

院長紹介
ふれあい鎌倉ホスピタル

力
検
査
な
ど
〉
を
必
要
に
応
じ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
感
染
対
策
な

ど
の
「
チ
ー
ム
医
療
」
で
も
重
要

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
る
臨
床
検

査
科
で
は
、『
現
代
の
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
検
査
情
報
を
迅

速
、
か
つ
的
確
に
提
供
』『
患
者

さ
ま
に
安
心
・
安
全
な
検
査
技
術

と
情
報
の
提
供
』
の
方
針
の
も
と

で
、臨
床
検
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
異
な
る
状
態
や
能

力
に
合
わ
せ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
し
、
心
身
機
能
の
回
復
を
目

指
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
ま
す
。

　

医
師
の
ほ
か
、
専
門
職
に
国
家

　

退
院
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
在
宅
生
活
を
支
援

す
る
６
部
門
【
訪
問
診
療
／
訪
問

看
護
／
訪
問
介
護
／
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
／
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
／
居
宅
介
護
支
援
】

を
お
き
、
同
院
で
治
療
を
終
え
た

後
も
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
介
護

施
設
に
お
い
て
、
切
れ
目
の
な
い

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

可
能
に
し
て
い
ま
す
。

資
格
を
も
つ
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
を
配

置
。
同
院
で
は
、
さ
ら
に
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
管
理
栄

養
士
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
な
ど
も
関

わ
っ
た
「
チ
ー
ム
」
で
、
リ
ハ
ビ

リ
患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
活

動
）
の
改
善
や
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活

の
質
）
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
は
、
各
病
棟
の
ほ

か
、「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」「
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ン
専
門
の
病
棟
で
す
。
各
医

療
専
門
職
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
効

果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

集
中
し
て
実
施
し
ま
す
。

▽
障
害
者
施
設
等

　
　
　
　
一
般
病
棟
…
48
床

　

神
経
難
病
、
慢
性
腎
不
全
（
人

工
透
析
治
療
）、
意
識
障
害
、
重

度
の
障
害
を
有
す
る
疾
患
が
対
象

の
病
棟
で
す
。
長
期
入
院
の
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
、
多
職
種
ス
タ
ッ

フ
が
連
携
し
て
、
本
人
や
家
族
が

安
心
・
安
楽
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
専
門
的
な
ケ
ア
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

人
工
透
析
を
必
要
と
し
て
い
る

の
は
「
慢
性
腎
不
全
」
と
い
う
極

限
状
態
で
す
。
こ
れ
は
、
脳
血
管

障
害
・
心
不
全
・
虚
血
性
心
疾
患
・

不
整
脈
・
消
化
管
出
血
・
易
感
染

症
（
髄
膜
炎
・
肺
炎
・
心
内
膜
炎
・

胆
管
炎
・
腸
炎
・
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー

ア
ク
セ
ス
感
染
症
）・
が
ん
免
疫

監
視
機
構
低
下
（
腎
が
ん
な
ど
）・

全
身
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
な
ど

の
合
併
症
の
可
能
性
が
あ
り
、
同

院
で
は
、
患
者
一
人
ひ
と
り
を
把

握
し
て
、
こ
の
リ
ス
ク
回
避
の
た

め
の
措
置
や
、
生
存
率
の
向
上
と

寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
、
多
く
の

診
療
科
と
連
携
し
た
治
療
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

JR横須賀線JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前市役所前

御成通り御成通り

ココ駅徒歩
3分

ふれあい鎌倉ホスピタル医療法人
大 樹 会

〒248-0012 神奈川県鎌倉市御成町9-5

☎０４６７‒２３‒１１１１

病 

棟

一般病棟

回復期
リハビリテーション

病棟

障害者施設等
一般病棟

診
療
科
目

総合診療科（内科） 循環器内科
神経内科呼吸器内科 外科

乳腺外科肛門外科消化器外科
脳神経外科 整形外科 放射線科

リハビリテーション科 腎臓内科（人工透析治療）

主
な
検
査・設
備
等

■超音波   ■心電図   ■内視鏡 
■マルチスライスCT  ■ＭＲＩ
■マンモグラフィー 
■救急処置室  ■手術室
■内視鏡室  ■人工透析室
■リハビリテーション室　 など

在
宅
支
援

■訪問診療
■訪問看護
■訪問介護
■訪問リハビリテーション
■通所リハビリテーション
■居宅介護支援事業

8：30～11：30午前

13：30～16：30午後

MAPMAP

４１
開院

外
来
受
付

脳神経外科
河面 吉彦院長
脳神経外科
河面 吉彦院長

神経内科
峰野 元明名誉院長
神経内科

峰野 元明名誉院長
外科

山川 満副院長
外科

山川 満副院長
外科

小島 淳一医師
外科

小島 淳一医師
外科

山田 一医師
外科

山田 一医師
内科〈血液内科〉
小山 高敏医師
内科〈血液内科〉
小山 高敏医師

整形外科
千葉 千絵里医師
整形外科

千葉 千絵里医師
整形外科
須賀 雄一医師
整形外科
須賀 雄一医師

外
来
診
療

腎
不
全
専
門
の「
透
析
セ
ン
タ
ー
」

療
法
士
に
よ
る「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

病
棟
・
入
院
治
療

検
査
部
門

在
宅
支
援

個
別
の
診
察
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

　

検
体
検
査
〈
血
液
検
査
／
生
化

学
検
査
／
尿
一
般
検
査
／
感
染
症

検
査
／
輸
血
検
査
な
ど
〉
や
、
生

理
機
能
検
査
〈
心
電
図
検
査
／
超

音
波
検
査
／
呼
吸
機
能
検
査
／
聴

　
　
　
　 

全
棟
完
全
建
替
え
し
、新
築
オ
ー
プ
ン

      

新「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」が
開
院
！

４
月
１
日
か
ら
診
療
再
開

鎌倉駅西口
徒 歩 ３ 分

2020年４月
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シニアホテル東戸塚
サウスウイング
横浜市戸塚区上品濃１６ １ー５

住宅型有料老人ホーム

【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約・自動更新条項あり（契約期間：2037年7月9日迄）/敷地面積：6605.51m2/延床面積：7515.79m2（うち有料老人
ホーム5422.14m2：鉄筋コンクリート造・地上7階建）/住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）/開設日：2007年10月1日/５室募集（全112室）/入居一時金：
1,700万円～3,200万円（１人）/管理費：163,429円～230,476円（１人）/食費：1日3食30日の場合（90食分）61,920円/入居資格：65歳以上の自立または要支
援・要介護/事業主：（有）湘南ふれあいの園/広告有効期限：2020年5月18日

JR「東戸塚駅」から無料シャトルバス
５分（徒歩では駅から１５分）
横浜新道「川上IC」または
「今井IC」から５分（無料駐車場あり）

電車

交通アクセス

車

横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

湘南医療大学

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

サウス
ウイング

シャトルバス
乗り場

シャトルバス
乗り場

ふれあいグループ

見学申込み　 どなたでもご参加可能！
 入居対象  　 ６５歳以上のすべての方 ０１２０-３５-２２４０フリーダイヤル

資料請求、無料！！

●参加無料、事前申込制です
●希望のお時間をお伝えください

4／11  ～２6土 日

5／2  ～17土 日
開催日

6／15  ～9／30月 水
●お一人様１泊３食付 税込11,000円
●ご利用期間はご相談ください

期間

夏季の体験入居・
ショートステイ（短期利用）
夏季の体験入居・

ショートステイ（短期利用）

実
際
に
ご
体
感
く
だ
さ
い
！

実
際
に
ご
体
感
く
だ
さ
い
！

春の無料見学会春の無料見学会

シニアホテル東戸塚

サウスウイングで快適なセカンドライフを！
シニアホテル東戸塚

サウスウイングで快適なセカンドライフを！
注目
2
住宅型で多く心配されるのが、
将来の介護サービスについてで
すが、当ホームは手厚い介護が
必要になっても転居の必要はな
く、原則として入居時のお部屋
でお過ごしいただけます。

自宅で介護サービスを受けるの
と同様に、介護保険の自己負担
分（１～３割）を使用し、介護サー
ビスを受けることができます。

ホーム周辺は、ケアマネ・訪問看
護・訪問介護・通所リハビリ・デイ
サービス・福祉用具レンタルなど
の施設や事業所が集中している
エリアです。

住宅型で多く心配されるのが、
将来の介護サービスについてで
すが、当ホームは手厚い介護が
必要になっても転居の必要はな
く、原則として入居時のお部屋
でお過ごしいただけます。

自宅で介護サービスを受けるの
と同様に、介護保険の自己負担
分（１～３割）を使用し、介護サー
ビスを受けることができます。

ホーム周辺は、ケアマネ・訪問看
護・訪問介護・通所リハビリ・デイ
サービス・福祉用具レンタルなど
の施設や事業所が集中している
エリアです。

周囲に
介護施設が密集
周囲に
介護施設が密集

注目
1
医療グループに属する老人
ホームのため、連携医療機関
が多くあります。
特に「ふれあい東戸塚ホスピタ
ル」とは、２４時間３６５日の連
携サポートを確立しています。

医療グループに属する老人
ホームのため、連携医療機関
が多くあります。
特に「ふれあい東戸塚ホスピタ
ル」とは、２４時間３６５日の連
携サポートを確立しています。

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

サウスウイング
エントランス
サウスウイング
エントランス

万全な
医療連携
万全な
医療連携

注目
３
１００室設置している「タイプA」
は、かなり広めな２４．８m2。人気
の高い「夫婦部屋」もあります。
全居室に、浴室・トイレを完備し、
各フロアには「多目的ルーム」を
ご用意。囲碁・将棋やカラオケな
どの娯楽の場にも活用されてい
ます。

１００室設置している「タイプA」
は、かなり広めな２４．８m2。人気
の高い「夫婦部屋」もあります。
全居室に、浴室・トイレを完備し、
各フロアには「多目的ルーム」を
ご用意。囲碁・将棋やカラオケな
どの娯楽の場にも活用されてい
ます。

タイプA
（２4．8m2）

月額利用料
（食費込）

前払金

居室
例

十分な広さを
確保した居室
十分な広さを
確保した居室

２２万
  ５，３４９円～
２２万
  ５，３４９円～

１，７００万円～１，７００万円～

注目
4

ホームに常駐し、緊急時・夜
間を含めた２４時間の介護
サービスを提供

ホームに常駐し、緊急時・夜
間を含めた２４時間の介護
サービスを提供

ホーム専属なので、健康相
談・薬管理・通院付き添いなど
に随時対応

ホーム専属なので、健康相
談・薬管理・通院付き添いなど
に随時対応

看護師

理学療法士

介護士

ふれあい東戸塚ホスピタルの
所属スタッフが来館し、週３回
体操を実施（参加無料）

ふれあい東戸塚ホスピタルの
所属スタッフが来館し、週３回
体操を実施（参加無料）

ふれあい東戸塚ホスピタルの
所属スタッフが来館し、週３回
体操を実施（参加無料）

理学療法士と
一緒に行なう
リハビリ体操
の様子

理学療法士と
一緒に行なう
リハビリ体操
の様子

専門スタッフ
のケア
専門スタッフ
のケア

さ
ん
話
す
と
良
い
と
思
い
ま
す
」。

（
Ｃ
さ
ん
）

　
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
種

類
が
豊
富
で
、
グ
ル
ー
プ
病
院
か

ら
定
期
的
に
来
る
理
学
療
法
士
さ

ん
に
、
希
望
を
伝
え
て
施
術
を
受

け
て
い
ま
す
。
見
学
時
に
は
リ
ハ

ビ
リ
の
様
子
が
見
ら
れ
な
く
て

も
、
看
護
師
さ
ん
に
は
会
え
る
可

能
性
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

の
ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
一
人
ひ
と

り
に
沿
っ
た
介
助
で
、
必
要
最
低

限
の
サ
ポ
ー
ト
を
見
極
め
て
く
れ

て
い
ま
す
。
世
間
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
『
過
介
護
』
と
な
ら
ず
、

日
々
、
身
体
機
能
を
自
ら
維
持
・

向
上
し
よ
う
と
い
う
意
欲
で
前
向

き
に
な
れ
ま
す
よ
」。

■
入
居
対
象
は
、
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
自
立
か
ら
要
介
護
５
ま

で
。
空
室
は
、
二
人
入
居
も
可
能

な
広
め
の
個
室
１
室（
35
．
64
㎡
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。〈
２
０
２
０
年
３
月
現
在
〉

　

小
規
模
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
介

護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
ナ
ー
シ

ン
グ
ロ
ー
ズ
ヴ
ィ
ラ
鎌
倉
」
で
、

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

（
Ａ
さ
ん
）

　
「
私
は
神
奈
川
県
出
身
で
、
鎌

倉
に
ず
っ
と
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま

し
た
。
こ
の
ホ
ー
ム
の
環
境
は
、

古
都
・
鎌
倉
な
ら
で
は
の
風
情
が

あ
り
、
四
季
折
々
の
外
出
レ
ク
は

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
最
寄
り
の

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル『
湘
南
町
屋
駅
』

か
ら
こ
こ
は
近
い
の
で
、
娘
夫
婦

が
週
末
に
鎌
倉
観
光
が
て
ら
寄
っ

て
く
れ
る
こ
と
も
嬉
し
い
で
す
。

ホ
ー
ム
の
見
学
に
来
ら
れ
た
際
に

は
、
立
地
を
確
認
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
」。

（
Ｂ
さ
ん
）

　
「
医
療
グ
ル
ー
プ
が
運
営
母
体

な
の
で
、
小
規
模
で
も
医
療
面
が

と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

常
駐
し
て
い
る
看
護
師
さ
ん
に
日

頃
の
健
康
管
理
を
お
ま
か
せ
し

て
、
心
配
事
は
す
ぐ
に
相
談
で
き

ま
す
。入
院
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
面

倒
見
の
良
い
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
な

の
で
、
気
が
楽
で
す
よ
ね
。
見
学

会
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
と
た
く

毎年恒例のお花見会の様子

　
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ロ
ー
ズ
ヴ
ィ
ラ
鎌
倉
」
は
温
か
い
雰
囲

気
が
評
判
の
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
春
は
４
月

10
日
㈮
～
19
日
㈰
に
、
個
別
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

○
…
着
任
し
て
丸
４
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。「
当
科
は
、
看
護
師
や

検
査
技
師
の
意
識
や
目
指
す
方
向

性
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
一
体
感
が

あ
り
ま
す
。
診
療
科
の
中
で
も
眼

科
は
特
殊
な
機
器
を
使
用
す
る
の

で
、〈
こ
の
症
状
の
た
め
に
行
な

う
こ
の
検
査
は
、
ど
の
デ
ー
タ
を

必
要
と
し
て
い
る
か
〉
や
、〈
検

査
結
果
を
医
師
が
ど
の
よ
う
に
使

用
し
、
患
者
さ
ま
の
診
療
に
用
い

て
い
る
か
〉
と
い
っ
た
具
体
的
な

研
修
を
重
ね
て
き
た
成
果
だ
と
思

い
ま
す
」。
眼
科
の
科
長
と
し
て
、

診
療
科
全
体
に
目
を
配
り
、
指
導

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
神
経
細
胞
に
関
す
る
研
究

で
医
学
論
文
の
発
表
も
行
な
っ
て

き
た
金
田
医
師
は
、「
臨
床
の
現

場
に
の
ぞ
む
に
あ
た
り
、
眼
科
だ

け
で
な
く
、
循
環
器
な
ど
の
内
科

も
一
通
り
勉
強
し
直
し
ま
し
た
。

眼
科
で
は
目
が
対
象
で
す
が
、
そ

の
目
の
奥
に
は
血
管
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
血
液
が
流
れ
て
い
ま
す
。

血
液
は
全
身
を
巡
る
の
で
、
目
の

症
状
一
つ
で
も
、
人
間
の
全
身
的

な
病
気
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
、
臨
床
（
治

療
）
の
現
場
に
立
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」
と

明
朗
な
言
葉
。「
そ
れ
に
、
そ
も

そ
も
病
院
へ
来
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
何
か
の
異
常
や
お
困
り
事

が
あ
っ
て
悩
ん
で
お
ら
れ
る
わ
け

で
、
そ
の
ご
様
子
を
見
た
ら
率
直

に
『
治
し
た
い
』『
な
ん
と
か
し

て
あ
げ
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
す
よ
ね
」
と
続
け
ま
す
。

　

○
…
手
術
も
行
な
い
、
白
内
障

で
は
週
に
約
20
件
を
担
当
す
る
こ

と
も
。
患
者
に
多
い
「
目
の
手
術

の
不
安
」
を
身
を
も
っ
て
知
る
た

め
に
、
自
ら
手
術
台
に
身
を
委
ね

た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
白

内
障
で
は
、
年
齢
が
若
い
ほ
ど
回

復
の
時
間
が
短
く
す
み
ま
す
。
手

術
に
な
か
な
か
踏
み
出
せ
ず
、
80

代
に
な
っ
て
受
け
る
方
が
多
い
の

で
す
が
、『
70
代
ま
で
に
行
な
う
』

と
い
う
こ
と
を
、
一
つ
の
目
安
に

お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
通
常
１
泊
２
日

で
す
み
、
費
用
面
も
以
前
に
比
べ

て
安
価
に
な
り
ま
し
た
。
疑
問
や

不
安
は
躊
躇
せ
ず
に
ど
う
ぞ
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。
包
容
力

あ
る
眼
科
医
の
姿
を
見
ま
し
た
。

金田 英蘭 医師
 （かねだ ひでか）　　　　

康心会汐見台病院
【 眼 科 】

医学博士

「
目
の
お
悩
み
か
ら
解
放
を
」

純
粋
な
思
い
と
プ
ロ
意
識
で
白
内
障
手
術

こ
の「
人
」に
聞
く

康心会汐見台病院
月

眼 

科

受付時間

金田
Dr.

予
約
制

金田
Dr.

予
約
制

金田
Dr.

予
約
制

金 土火

金田
Dr.

金田
Dr.

金田
Dr.

白内障
手術日

水 木

伊藤
Dr.

受診予約センター 【月～土】
８：００～１７：００☎０４５ ７ー６１ー３５８７

8：30
12：00
〜

午後
13：30
17：00
〜

金田
Dr.

予
約
制

白内障
手術日（ （

午前
久
良
岐
公
園

屏風浦駅
汐見台交番前汐見台交番前

ココ

16
磯子駅

無料
シャトルバス
運行中！

無料
シャトルバス
運行中！

屏
風
ヶ
浦

バ
イ
パ
ス

屏
風
ヶ
浦

バ
イ
パ
ス

横浜市磯子区汐見台1-6-5

が
主
な
原
因
の
病
気
で
す
の
で
、

当
然
、
患
者
さ
ま
は
ご
高
齢
の
方

が
多
く
、
手
術
を
不
安
に
思
い
、

治
療
に
踏
み
出
せ
ず
に
我
慢
さ
れ

て
い
る
方
も
み
ら
れ
ま
す
。
目

の
『
手
術
』
と
聞
く
と
、
ど
う
し

て
も
身
構
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
今

の
白
内
障
の
手
術
は
、
10
～
20
分

程
度
で
終
了
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
ま
さ
に
『
あ
っ
と
い
う

間
』
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
手
術
と

お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
気
持

ち
が
少
し
楽
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

視
界
の
か
す
み
や
光
の
異
常
な

眩
し
さ
、
暗
所
と
明
所
で
の
見
え

方
の
違
い
な
ど
の
思
い
当
た
る
症

状
の
ほ
か
、
治
療
の
不
安
な
ど
を

含
め
て
、
当
院
眼
科
（
科
長
・
金

田
英
蘭
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に

聞
く
」
で
紹
介
）
に
一
度
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
目
の

お
悩
み
も
、
お
気
軽
に
当
院
を
ご

受
診
く
だ
さ
い
」。

　

し
か
し
、
点
眼
薬
は
あ
く
ま
で

進
行
を
抑
制
す
る
だ
け
で
あ
り
、

白
内
障
を
治
す
た
め
に
は
、
手
術

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

白
内
障
の
手
術
で
は
、
濁
っ
た

水
晶
体
の
中
身
を
超
音
波
で
吸
い

出
し
、
眼
内
レ
ン
ズ
に
置
き
換
え

ま
す
。

「
あ
っ
と
い
う
間
」に
終
了

　

白
内
障
手
術
を
年
間
約
３
０
０

件（
２
０
１
８
年
度
実
績
）行
な
っ

て
い
る
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」

の
眼
科
担
当
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
加
齢

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

白
内
障
は
、目
の
中
に
あ
る「
水

晶
体
」
と
い
う
レ
ン
ズ
が
、
白
く

濁
っ
た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
病

気
で
す
。
最
も
多
い
原
因
は
加
齢

で
す
が
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や

糖
尿
病
に
よ
る
合
併
症
、
放
射
線

の
被
ば
く
な
ど
が
原
因
に
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

手
術
は
10
〜
20
分
程
度

　

日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
さ
な

い
初
期
の
段
階
で
は
、
点
眼
薬
治

療
で
進
行
を
抑
え
て
い
く
方
法
も

あ
り
ま
す
。

加
齢
で「
レ
ン
ズ
」が
濁
る

　

最
近
、
次
の
よ
う
な
症
状
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 　

目
の
中
の
レ
ン
ズ
が
白
く
濁
り
、
視
界
が
見
え
に
く
く
な
る
「
白
内
障
」

は
、
根
本
的
に
治
す
た
め
に
は
手
術
が
必
要
な
病
気
で
す
。
白
内
障
手
術
を

行
な
っ
て
い
る
康
心
会
汐
見
台
病
院
の
眼
科
を
紹
介
し
ま
す
。

ナーシングローズヴィラ鎌倉

ナーシング
ローズヴィラ鎌倉
☎０４６７‐
４２‐８６６６
鎌倉市上町屋７３３‐１

湘南町屋駅湘南モノレール
大船駅湘南江の島駅

三菱電機
特機システム

富士塚
小学校
老健かまくら

ココ
セブンイレブン

4／10   ～194／10   ～19
１３：００から１３：００から

各日１組様の限定企画！！

時間は
応相談

日金

予約・問合せ

二人用居室

しっかりとご見学・
ご質問いただくために
１日１組様で、たっぷり
お時間を用意しております。
希望のお日にちは　　
先着順で決まって　　
しまいますので、　　
お早めにご予約ください。

しっかりとご見学・
ご質問いただくために
１日１組様で、たっぷり
お時間を用意しております。
希望のお日にちは　　
先着順で決まって　　
しまいますので、　　
お早めにご予約ください。

春の見学会春の見学会

▽
視
界
が
か
す
ん
で
み
え
る

▽
光
が
眩
し
く
感
じ
る

▽
暗
い
時
と
明
る
い
時
の
見
え
方

　
に
差
が
あ
る

　

こ
れ
ら
に
思
い
当
た
る
人
は
、

目
の
病
気
で
あ
る
「
白
内
障
」
の

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院
・
眼
科

白
内
障
で
完
治
を
目
指
す
な
ら
、手
術
を
！

〜
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
が
語
る
〜

見
学
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
授
！

４
／
10
〜
19
に
見
学
会
開
催

2



　　と感じる
将来に出会うために
～学生さんが主人公です～

ピン！
看護体験募集のお知らせ

横浜

川崎

新子安

大船

関内

茅ケ崎

相模湾

東京湾

ふれあい
東戸塚ホスピタル

JR「東戸塚」
無料シャトルバス約５分

最寄駅

ふれあい鶴見ホスピタル

JR・京急「新子安」
無料シャトルバス約５分

最寄駅

東戸塚

☎045-827-2637
ht-hosp@fureai-g.or.jp

問合・申込

ふれあい東戸塚ホスピタル
横浜市戸塚区上品濃１６‒８

医療法人社団
健齢会

対象：中学生（高校生も可） 看護師・リハビリテーションセラピストの体験

看護師やセラピスト（リハビリ療法士）を、
本物の医療現場で模擬体験！
近隣に老健・老人ホーム・医療大学が並び立つ
「医療介護タウン」の上品濃で、充実した体験を！ 

● 血圧・体温・脈拍・呼吸の測定

● 車椅子の介助
● ストレッチャー移送
● 洗髪・手浴・足浴・清拭の介助

　　　　　　　　　　　　　　
など

主な 体験内容

☎045-586-1717（担当：水野・梶田）
tsurumi@fureai-g.or.jp

問合・申込

これまでのご体験校  ● 城郷高校 ● 白山高校 ● 元石川高校 ● 潮田中学校 ほか

ふれあい鶴見ホスピタル
横浜市鶴見区東寺尾4-4-22 

医療法人社団
康心会

対象：中学生・高校生 看護師・リハビリテーションセラピストの体験

日時・人数は応相談！ お気軽にお問合せください♪

参加者の感想
「今回の体験で、看護師さんの多くの仕事を知ることができました」（中２女子）
「いろいろな専門職で医療が成り立っていることがわかりました」（高２女子）

レントゲン室を見学レントゲン室を見学 リハビリテーションの実施体験リハビリテーションの実施体験

中学生が
看護体験

中学生が
看護体験

高校生がセラピスト体験高校生がセラピスト体験

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子（
担
当
は
福
田
Ｐ
Ｔ
）

　
（
続
く
）「
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
『
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
』や『
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
』
で
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
お
り
ま
す
。
意
外
と
楽
し
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
の
で
好
評
で
、

地
域
の
ご
高
齢
の
方
が
、
当
院
で

脳
や
身
体
機
能
を
鍛
え
、
充
実
し

た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
や
転
倒
予
防
は
、
ふ

れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
是
非

ご
相
談
く
だ
さ
い
」。〈
取
材
協
力
〉

行
な
っ
た
り
、
足
踏
み
を
し
な
が

ら
野
菜
や
果
物
の
名
前
を
答
え
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
足
の
筋
力

を
鍛
え
る
だ
け
で
な
く
、
頭
の
体

操
を
同
時
に
行
な
う
こ
と
が
、
転

倒
予
防
に
効
果
的
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
」

横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
実
施

れ
ば
い
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
簡

単
に
は
い
か
な
い
の
で
す
」

足
踏
み
し
な
が
ら
回
答
す
る

　
（
続
く
）「
最
近
の
研
究
で
は
、

日
常
生
活
の
中
で
電
気
を
消
そ
う

と
し
た
時
や
電
気
コ
ー
ド
を
ま
た

ご
う
と
し
た
時
な
ど
の
【
何
か
に

意
識
を
向
け
な
が
ら
、
複
数
の
こ

と
を
同
時
に
行
な
う
瞬
間
】
に
、

高
齢
者
は
転
倒
し
や
す
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
転
倒
予

防
に
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
二
つ

の
課
題
を
同
時
に

行
な
う
能
力
を
鍛

え
る
『
二
重
課
題

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』

で
す
。
歩
き
な
が

ら
簡
単
な
計
算
を

　
（
福
田
周
平
Ｐ
Ｔ
）「
現
代
で
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
４
人
に
１

人
が
、 

一
年
間
の
う
ち
に
１
回
は

転
倒
し
て
い
る
、
ま
た
は
転
倒
を

繰
り
返
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結

果
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
転
倒

の
原
因
に
は
、
筋
力
低
下
・
姿
勢

不
良
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、
転
倒
防
止
の
た
め
に
、

『
筋
力
を
向
上
さ
せ
て
、
姿
勢
を

改
善
す
れ
ば
大
丈
夫
！
』
と
考
え

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
け
が
の
予
防
に
も
な
り
ま

す
。
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
所
属
す
る
理
学
療
法
士

（
以
下
、
Ｐ
Ｔ
）
の
福
田
周
平
さ
ん
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

て
い
る
大
切
な
意
識
の
一
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
病

気
・
け
が
に
よ
る
障
害
や
、
能
力

の
低
下
が
起
き
た
場
合
に
は
、
残

さ
れ
た
能
力
を
可
能
な
限
り
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
施
内

容
の
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。
医

師
の
指
示
の
下
で
、理
学
療
法
士・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
が
中

心
と
な
り
、
そ
の
他
の
関
連
す
る

専
門
職
種
が
協
力
し
て
、身
体
的
・

精
神
的
・
社
会
的
に
「
再
び
そ
の

人
ら
し
い
生
活
」
が
送
れ
る
よ
う

に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
提

供
さ
れ
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
正

し
い
内
容
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

と
ど
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。　

　

人
間
の
体
は
、
動
か
さ
な
い
状

態
が
続
く
と
、
手
足
の
筋
力
は
下

が
り
、
関
節
が
硬
化
し
た
り
、
体

力
も
低
下
し
て
、
す
ぐ
に
身
体
機

能
が
衰
え
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

そ
の
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
高
齢
者
が
取
り
組
む
こ
と

は
、
将
来
、「
寝
た
き
り
」
状
態

に
な
る
こ
と
を
自
ら
予
防
す
る
行

動
に
も
な
り
、
現
代
で
求
め
ら
れ

　
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

聞
く
と
、
脳
卒
中
や
大
腿
骨
の
骨

折
な
ど
、“
大
き
な
病
気
や
け
が

に
よ
る
後
遺
症
に
対
す
る
訓
練
”

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
が
多

20名
〈5月２8日（木）までの申込み先着順〉

60,000円
（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

定 員 受講料

０４６７ｰ８４ｰ5９６６

所定の申込書（HPからダウンロード）にご記入の上、
次のいずれかの方法でご送付ください。
または、HP入力フォームからお申し込みください。
FAX 

fureai-kensyu@fureai-g.or.jpメール
〒２５３‒００６１
茅ヶ崎市南湖１-６-１１ 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内
学校法人 湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

郵送

6月4日（木）～10月1日（木）
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
別館３階「演習室」（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）

計17日間
〈週１回ペース〉

就職時のキャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特 典

スクーリング

申
込
み

問
合
せ

ふれあい医療福祉研修センター
神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校別館）

☎0467-84-0576

業
界
に
転
職
を
考
え
て
い
る
社
会

人
の
ほ
か
、
今
ま
さ
に
家
族
の
介

護
に
迫
ら
れ
て
い
る
人
な
ど
に

と
っ
て
も
、お
勧
め
の
講
座
で
す
。

　

現
場
で
の
即
戦
力
と
し
て
必
要

な
介
護
実
習
も
カ
バ
ー
し
、
就
職

時
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
制
度
や

受
講
料
「
ペ
ア
割
引
」
な
ど
も
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
、同
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

介
護
の
基
礎
知
識
か
ら
応
用
技

術
ま
で
を
学
ぶ
介
護
の
入
門
的
資

格
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

茅
ヶ
崎
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
医

療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

こ
の
研
修
を
通
信
形
式
で
受
講
で

き
ま
す
。
週
１
回
・
全
17
日
間
で

資
格
が
取
得
で
き
る
の
で
、
介
護

職
を
目
指
し
て
い
る
人
や
、
介
護

問
合
せ

理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
☎0467-88-6611
http://www.crc.ac.jp 茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

JR
茅ケ崎

駅
から
徒歩１

8分

JR
茅ケ崎

駅
から
徒歩１

8分

本校はリハビリ専門職の
「セラピスト養成校」
として高い実績をもちます。
▶きめ細かい授業とサポート
▶手厚いフォロー体制
▶国家試験で高い合格率
▶毎年、就職率は１００％！！

１０：００～１２：００
１3：3０～１5：3０理学療法学科

作業療法学科  言語聴覚学科

これからの社会で
ますます必要とされる
医療職にご興味のある方は、
是非お越しください！
教職員一同で

お待ちしております。

春の学校説明会春の学校説明会
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

4／25　・5／94／25　・5／9土 土

　
「
作
業
療
法
学
科
」
で
は
、
作

業
を
通
し
て“
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
”

の
分
野
に
特
化
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
作
業
療
法
士

の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　
「
言
語
聴
覚
学
科
」
で
は
、
日

常
生
活
動
作
（
話
す
／
聴
く
／
食

べ
る
等
）
を
支
え
る
専
門
職
で
あ

る
言
語
聴
覚
士
を
目
指
し
ま
す
。

　

医
療
の
専
門
職
・
セ
ラ
ピ
ス
ト

に
興
味
が
あ
る
人
は
、
同
校
の
学

校
説
明
会
へ
是
非
ご
参
加
を
！

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
３
職
種
（
理
学
療

法
士
／
作
業
療
法
士
／
言
語
聴
覚

士
）
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
養
成
し
て

い
ま
す
。
き
め
細
や
か
な
授
業
と

手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
体
制
に
よ
り
、

国
家
試
験
の
高
い
合
格
率
と
就
職

率
１
０
０
％
を
誇
る
学
校
で
す
。

　
「
理
学
療
法
学
科
」
で
は
、
生

活
の
基
本
と
な
る
体
の
動
き
を
回

復
さ
せ
る
専
門
家
で
あ
る
理
学
療

法
士
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿３９０

☎0467-86-6011
http://www.chigakan.ac.jp 茅ケ崎駅

1

新湘南バイパス

バス停

「辻東
」

徒歩5
分

バス停

「辻東
」

徒歩5
分

ココ

茅ヶ崎看護専門学校

が始まります
看護技術の体験実習では、実際に授業を担当している教員が手取り足取り丁寧に説明します♪

ホームページから
お申し込みが可能です

来春入学
   のため

の来春入学
   のため

の

学校説明会

両日とも13：00～16：00

4／25（土）
5／23（土）

春

担
当
し
て
い
る
教
員
が
、
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
楽
し

く
学
び
な
が
ら
、
不
安
や
疑
問
も

解
消
で
き
る
の
が
、
同
校
の
学
校

説
明
会
の
特
徴
で
す
。

　

教
職
員
は
「
夢
へ
の
道
の
り
は

決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
頑
張
る
皆
さ
ま
を
全
力
で

お
支
え
す
る
の
が
本
校
で
す
！
学

校
を
知
る
良
い
機
会
で
す
の
で
是

非
ご
参
加
を
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
看
護
師
に
な
り
た
い
！
」
と

い
う
高
校
生
や
、「
看
護
系
に
転

職
を
考
え
て
い
る
」
と
い
う
社
会

人
を
対
象
と
し
た
学
校
説
明
会

が
、
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で
春

か
ら
開
催
が
始
ま
り
ま
す
。

　

春
の
説
明
会
で
は
、
看
護
学
校

の
授
業
や
生
活
の
ほ
か
、
学
費
や

入
試
な
ど
を
含
め
て
解
説
。
さ
ら

に
看
護
技
術
が
体
験
で
き
る
「
体

験
実
習
」
で
は
、
実
際
に
授
業
を

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
回復期リハ病棟
通所リハ

Vol.７

ちょっとのぞいてみました

ふれあい横浜ホスピタルには、リハビリテーションの国家資格を
もつ理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が多数所属しています。
リハビリに関する相談は、同院へお気軽にお問合せください。

転倒予防に効果的な「二重課題トレーニング」を、回復期リハビリ
テーション病棟や通所リハビリテーションで積極的に実施しています。

ふれあい横浜ホスピタル ☎045-681-5101中区万代町
2-3-3

歩きながら簡単な引き算  
「100-７＝９３」
をするなど、

体を動かしながら
脳を使って答える

楽しいトレーニングです。

の
実
施
に
よ
っ
て
、

起
こ
り
得
る
障
害
そ

の
も
の
の
発
生
を
防

ぎ
、
仮
に
障
害
を
抱

え
た
と
し
て
も
、
そ

の
程
度
を
最
小
限
に

く
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機

能
の
低
下
や
、
病
気
の
発
症
に
よ

る
後
遺
症
を
抱
え
る
前
に
、
予
防

と
し
て
行
な
う
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
も
あ
り
ま
す
。

　

適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

６
月
か
ら
の
通
信
講
座

「
初
任
者
研
修
」の
受
講
生
を
募
集
！

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

今
、注
目
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
！

３
種
の「
セ
ラ
ピ
ス
ト
」を
養
成

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

看
護
技
術
も
体
験
可
能

来
春
入
学
向
け
の
説
明
会
ス
タ
ー
ト

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

通
所
リ
ハ
ビ
リ
や
回
復
期
病
棟
で
実
施

転
倒
予
防
に「
二
重
課
題
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

　

 
後
遺
症
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

       
元
気
な
人
に
も
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
理
由

3



ふれあい鶴見ホスピタル
整形外科

坂巻 豊教 副院長

ふれあい鶴見ホスピタル
整形外科

田口 英 医師

ま
す
。
ギ
プ
ス
や
装
具
の
固
定
な

ど
は
、
画
像
検
査
な
ど
を
含
め
た

確
実
な
診
断
の
下
で
進
む
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
骨
粗
鬆
症
で
は
、
治
療
内

容
の
確
認
の
た
め
に
も
適
宜
、
骨

密
度
の
測
定
に
Ｘ
線
撮
影
を
用
い

て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．「
股
関
節
専
門
外
来
」
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
毎
週
木
曜
日
午
後
（
13
時

30
分
～
15
時
）
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
坂
巻
副
院
長
が
直
接
、
股
関

節
専
門
の
診
療
を
行
な
い
ま
す
。

　

小
児
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
を
対

象
と
し
、
患
者
さ
ま
の
サ
イ
ズ
に

合
わ
せ
た
ギ
プ
ス
の
固
定
や
装
具

の
作
成
（
専
門
業
者
に
よ
る
）
に

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
の
お
悩

み
を
解
決
す
る
た
め
に
、
い
く
つ

か
の
内
容
を
提
案
し
て
い
き
ま

す
。
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

多
い
で
す
。

　

痛
み
止
め
の
内
服
薬
や
湿
布
薬

で
の
治
療
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
膝
関
節
内
の
注
射
治
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。骨
粗
鬆
症
に
は
、

注
射
で
定
期
的
に
骨
質
を
強
く
す

る
治
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
画
像
検
査
は
、
ど
の
よ
う

な
場
合
に
行
な
う
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
転
倒
や
運
動
な
ど
に
よ
る

軽
度
の
骨
折
・
捻
挫
の
疑
い
が
あ

る
時
に
Ｘ
線
撮
影
や
、
場
合
に

よ
っ
て
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
を
行
な
い

　
Ｑ
．
整
形
外
科
を
担
当
し
て
い

る
医
師
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
外
来
で
は
、
坂
巻
豊
教
副

院
長
を
筆
頭
に
、
常
勤
医
で
あ
る

田
口
英
医
師
の
ほ
か
、
数
名
の
医

師
（
非
常
勤
を
含
む
）
が
担
当
し

て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
受
診
す
る
人
は
、
ど
の
よ

う
な
疾
患
が
多
い
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
脊
柱
管
狭
窄
症
、
変
形
性

膝
関
節
症
、
腰
椎
す
べ
り
症
、
腰

椎
圧
迫
骨
折
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
を

は
じ
め
と
す
る
慢
性
疾
患
の
方
が

　

横
浜
市
鶴
見
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
の
整
形
外
科
の
診
療
（
月
～
土
の
午
前
）

に
つ
い
て
、同
院
ス
タ
ッ
フ
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
一
度
は
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
「
整
形
外
科
」。
実
は
細
か

い
専
門
分
野
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

整
形
外
科

　

整
形
外
科
は
、
分
野
に
よ
っ
て

さ
ら
に
細
か
く
分
け
ら
れ
ま
す
＝

下
表
参
照
。

　

新
生
児
で
は
運
動
器
の
先
天
異

常
な
ど
が
対
象
に
な
り
、
小
児
か

ら
青
年
に
多
い
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
や

交
通
外
傷
、
社
会
人
に
多
い
労
働

災
害
で
は
、
打
撲
・
捻
挫
・
骨
折

な
ど
の
外
傷
が
該
当
し
ま
す
。
中

高
年
期
で
は
、
加
齢
を
と
も
な
う

変
形
性
疾
患
や
、
骨
粗
鬆
症
、
関

節
リ
ウ
マ
チ
、
痛
風
、
運
動
器
の

腫
瘍
な
ど
を
扱
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
整
形
外
科
は
、
幅

広
い
世
代
が
対
象
に
な
る
診
療
科

で
す
。

関
節
を
取
り
囲
ん
で
い
る
筋
肉

や
、
そ
れ
ら
を
支
配
す
る
神
経
系

か
ら
な
り
ま
す
。

各
部
位
の
骨
・
神
経
な
ど

　

整
形
外
科
で
は
、
運
動
器
の
機

能
的
改
善
を
重
要
視
し
て
、
外
科

的
治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
体
の
土
台
骨
で
あ
る
背

骨
と
骨
盤
、
四
肢
が
主
な
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
「
整
形
外
科
」
は
、
人
間
の
体

の
中
で
も
「
運
動
器
」
の
疾
患
を

扱
う
診
療
科
で
す
。

　

運
動
器
と
は
、
体
の
芯
に
な
る

骨
・
関
節
な
ど
の
骨
格
系
と
、
骨
・

ふれあい東戸塚ホスピタル
総合診療科

本間 和夫 副院長

策
と
し
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う

な
薬
を
使
用
し
て
い
ま
す
か
？
ま

た
、
使
っ
て
い
る
薬
で
お
悩
み
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
『
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ

ル
』で
は
、花
粉
症
の
ア
レ
ル
ギ
ー

検
査
（
血
液
検
査
）
に
よ
っ
て
原

因
で
あ
る
『
ア
レ
ル
ギ
ー
』（
何

の
花
粉
か
な
ど
）を
特
定
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
そ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
す
る
反
応
の
強
さ
も
確
認
で

き
、
検
査
で
原
因
を
特
定
し
た
上

で
、
各
患
者
さ
ま
に
合
う
薬
の
処

方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

が
意
外
と
大
切
な
の
で
す
」

検
査
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を
特
定

　
（
本
間
副
院
長
）「
花
粉
症
の
対

い
う
物
質
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
皮
膚
に
存
在
す
る
『
肥
満

細
胞
』
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
の

一
つ
で
、
花
粉
症
に
な
る
と
、
ヒ

ス
タ
ミ
ン
が
鼻
の
粘
膜
に
あ
る
神

経
や
毛
細
血
管
を
刺
激
し
、
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
花
粉
症
の
症
状
は
、

鼻
や
目
だ
け
で
な
く
、
睡
眠
不
足

や
疲
労
感
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
思
考

力
の
低
下
な
ど
も
招
き
ま
す
の

で
、
花
粉
症
は
我
慢
し
な
い
こ
と

思
考
力
の
低
下
も

　
（
本
間
副
院
長
）「
花
粉
症
の
症

状
は
、
体
の
中
に
花
粉
が
入
っ
て

き
て
、
肥
満
細
胞
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ

ン
が
放
出
さ
れ
る
の
で
、
多
く
の

場
合
、
こ
の
『
ヒ
ス
タ
ミ
ン
』
と

　

戸
塚
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
血
液
検
査
な
ど
で

ア
レ
ル
ギ
ー
を
特
定
し
、
そ
の
人
の
症
状
に
あ
っ
た
治
療
と
薬
の
処
方
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
同
院
で
副
院
長
を
務
め
る
本
間
和
夫
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

1月

樹 

木

草 

花

スギ

【科】 【植物名】

ヒノキ

シラカンバ

ハンノキ

カモガヤ

ホソムギ

ブタクサ

ヨモギ

カナムグラ

注意：
シーズンや環境、植生など
によって異なります主な花粉の飛散時期 目安

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

ヒノキ科

カバノキ科

イネ科

キク科

アサ科

料
よ
り
）。

　

花
粉
症
と
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

な
ど
の
植
物
の
花
粉
が
原
因
で
、

く
し
ゃ
み
・
鼻
水
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
引
き
起
こ
す
「
季
節

性
ア
レ
ル
ギ
ー
鼻
炎
」
で
す
。
国

内
の
約
60
種
類
の
植
物
が
原
因
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
痢
ま
で
も
引
き
起
こ
す

　

花
粉
症
の
主
な
症
状
は
、
鼻
と

目
の
ほ
か
に
も
、
喉の
ど

や
皮
膚
の
か

ゆ
み
や
、
下
痢
、
熱
っ
ぽ
さ
な
ど

が
現
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
日

常
生
活
に
支
障
が
出
る
程
度
ま
で

進
ん
で
し
ま
う
と
、
花
粉
の
飛
散

量
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
つ

ら
さ
が
増
す
ば
か
り
で
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
積
極
的
に

予
防
を
行
な
い
、
つ
ら
い
と
思
っ

た
ら
我
慢
せ
ず
に
、
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

同
時
に
、
花
粉
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
人
が
多
く
、
現
在
、
日
本
人
の

お
よ
そ
25
％
が
花
粉
症
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
厚
労
省
資

約
60
種
の
原
因
が
存
在

　

今
年
は
、
例
年
よ
り
早
く
暖
か

い
春
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

ふれあい鶴見ホスピタル 横浜市鶴見区東寺尾４‒４‒２２☎045-586-1717

小児・股関節
専門外来

（～11：45）

（～15：00）

月

受
付
時
間

火 水 木 金 土

午 前
8：30～12：00

午 後
13：30～16：30

整形外科／外来診療表
岸谷

京急線京急線

バス停

JR

1

新子安駅

病院ココ

池谷戸新子安
公園

シャトル
バス
乗り場

Acces
s

　

ご
自
身
の
症
状
の
出
方
と
程
度

や
、
治
療
に
関
す
る
ご
希
望
、
現

在
の
お
悩
み
な
ど
を
詳
し
く
お
伝

え
く
だ
さ
い
。
そ
の
内
容
を
把
握

し
て
、
治
療
法
を
提
案
い
た
し
ま

す
。

　

自
分
に
合
っ
た
治
療
薬
を
、
一

緒
に
見
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

■
花
粉
症
の
お
悩
み
は
、
ふ
れ
あ

い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
「
総
合

診
療
科
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

東
戸
塚
駅
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
約
５
分

対
策
１　
外
出
を
控
え
め
に

　

花
粉
の
飛
散
が
多
い
日
は
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
天
気
予
報

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
１
日
の
う

ち
で
飛
散
の
最
も
多
い
時
間
帯

（「
昼
過
ぎ
」
な
ど
。
地
域
や
植
生

に
よ
っ
て
異
な
る
）
の
外
出
を
控

え
る
な
ど
、
自
分
の
行
動
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
策
２　
玄
関
前
で
一
時
停
止

　

家
に
花
粉
を
侵
入
さ
せ
な
い
た

め
に
、
す
ぐ
に
家
に
入
る
こ
と
を

た
め
ら
い
ま
し
ょ
う
。
外
出
・
通

勤
な
ど
で
衣
服
・
持
ち
物
や
ペ
ッ

ト
に
付
着
し
た
花
粉
は
、
外
で

払
っ
て
玄
関
前
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

ト
で
す
。

対
策
３　
帰
宅
時
に
う
が
い

　

体
に
つ
い
た
花
粉
は
、
洗
い
流

し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
洗
顔
を

し
て
、
毎
日
の
習
慣
と
し
て
、
う

が
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

防
い
で
い
る
つ
も
り
で
も
、
室

内
に
花
粉
は
侵
入
し
て
い
ま
す
。

床
は
毎
日
、
拭
き
掃
除
を
す
る
こ

と
が
効
果
的
で
す
。
ダ
ニ
ア
レ
ル

ギ
ー
の
対
策
に
も
な
り
ま
す
。

対
策
５　
布
団
の
外
干
し
Ｎ
Ｇ

　

布
団
乾
燥
機
を
活
用
し
た
り
、

ど
う
し
て
も
外
干
し
が
必
要
な
時

は
、
花
粉
の
飛
散
量
が
比
較
的
少

な
い
午
前
中
に
し
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
取
り
込
む
際
に
は
、
花
粉
を

し
っ
か
り
と
叩
い
た
上
で
、
布
団

の
表
面
を
掃
除
機
で
吸
う
と
、
さ

ら
に
良
い
で
し
ょ
う
。

対
策
６　
枕
元
を
チ
ェ
ッ
ク

　

床
の
上
と
同
様
、
ベ
ッ
ド
に
も

花
粉
は
た
ま
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
就
寝
中
に
花
粉
を
吸
い
込
ま

な
い
よ
う
に
、
枕
周
り
約
１
ｍ
を

水
で
濡
ら
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

で
簡
単
に
拭
き
ま
し
ょ
う
。

対
策
４　
掃
除
は
こ
ま
め
に

点眼薬（目薬）
目におけるアレルギー反応を抑え
ることで、かゆみや充血などのアレ
ルギー症状を抑える

塗り薬
鼻の周りに塗布することで、鼻から
の花粉の吸い込みをブロックする

点鼻薬

注射
●ステロイド注射…
１回の注射治療だが、持病がある
場合は副作用などに注意が必要
●アレルゲン免疫療法…
花粉の抗原体を少しずつ体に注入
して、花粉に対する反応を弱める

経口薬
「抗ヒスタミン薬」が代表的で、
くしゃみ・鼻水を起こす
化学物質の働きを抑える

花粉症の治療薬
主な

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637
月～土曜日の午前・午後
（祝日除く）

総
合
診
療
科
受
付

8：30～11：30午前
13：30～16：30午後

●ステロイド点鼻薬… 
医師から処方されるアレルギー
抑制の薬
●血管収縮点鼻薬…
市販のものもあり、鼻粘膜の血管
を収縮させて腫れを抑え、鼻づま
りを解消する薬

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル（
取
材
協
力
）

股
関
節
の
専
門
外
来
も
あ
る
整
形
外
科

  

新
子
安
駅
か
ら
無
料
バ
ス
あ
り

〜
知
っ
て
い
ま
す
か
？
〜

実
は
多
い
！
整
形
外
科
の
各
専
門
分
野

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

花
粉
症
に
は
、医
師
処
方
の
薬
が
お
す
す
め

総
合
診
療
科　
本
間
和
夫 

副
院
長

〜
家
の
中
か
ら
始
め
よ
う
〜

花
粉
対
策
に
は
、ま
ず
こ
れ
を
試
し
て

2020年４月
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